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はじめに 

金本 元勝 

 

 認知症診療は息が長い。当事者の患者さんだけではなく、周囲の人々の理解や助けが必

要になる。 

 当院は 1997（平成９）年から認知症の専門診療を開始している。大学病院のような研究施

設ではなく、専門職の人員も少ない制約の中で、当院ではどのようなことで皆さんのお役に

立てるかを熟慮した結果、「伴走者であろう（＝ピアサポート体制の充実を目指そう）」という

ことになった。 

 患者・家族に寄り添う医療を目指して、様々な企画を立ち上げている（表１を参照）。「外来

グループ回想法」（2000（平成１２）年開始）、「弘済院 家族の会」（2002（平成１４）年開始）、

「本人サポートの会」（2006（平成１８）年開始）、「認知症教室」（2008（平成２０）年開始）、

「患者支援部の設置」（前身の総合相談窓口は 2008（平成２０）年開始）、等々。 そして、

2009（平成２１）年に当院は大阪市の認知症疾患医療センターに指定された。 
 

表１ 弘済院の取組年表 

1990(平成２)年 第２特別養護老人ホーム（認知症専用棟）設置 

1997(平成９) 年 認知症専門診療開始 

2000(平成 12) 年 
外来グループ回想法（軽中等度アルツハイマー病患者） 

嚥下障害への取組 

2002(平成 14) 年  「弘済院 家族の会」運営開始 

2003(平成 15) 年 
病棟グループ回想法 

認知症対応病棟設置 

2004(平成 16) 年 「懐かしの間」設置 

2006(平成 18) 年 

外来の認知症専門診療について「もの忘れ外来」へと名称変更  

「本人サポートの会」開始 

前頭側頭型認知症研究会設置 

2007(平成 19) 年 認知症に関する職員研修「認知症を学ぶ会」開始 

2008(平成 20) 年 

「総合相談窓口」設置 

２０１５(平成 27)年 患者支援チーム 

２０１７(平成 29)年 患者支援部 

「認知症教室」（現 もの忘れ教室）の運営開始 

2009(平成 21) 年 大阪市 認知症疾患医療センターの指定 

2010(平成 22) 年 認知症高齢者支援ネットワークへの専門的支援事業 開始 

2011(平成 23) 年 認知症看護外来開設（２０１9(平成 31)年に中止） 



 

 

 

2013(平成 25) 年 

前頭側頭型認知症のケアに関する冊子「認知症の医療・介護に関

わる専門職のための「前頭側頭型認知症＆意味性認知症」こんな

ときどうする！」作成 

2017(平成 29) 年 若年性認知症外来開設 

 

2018（平成３０）年度発行の「認知症疾患医療センターにおける診断後支援事例集 Ｑ＆

Ａでわかる診断後の認知症の人とその家族の支援方法」１）によると幅広く診断後支援をして

いる認知症疾患医療センターはまだ少なく、「もの忘れ教室」など家族への心理教育を行って

いたところは約３２％であった。前段の年表（表１）に示したように当院では2018（平成３０）年

当時にすでに本人へのアプローチを含めた複数のサポート事業を展開していたが、広く支援

体制を整えた認知症疾患医療センターは全国で 181 施設中 6 施設に過ぎなかった。 

その後、新オレンジプランを受けて、２０２１（令和３）年度に「診断後等支援事業」が認知症

疾患医療センター運営事業の取組のひとつとして事業実施要綱に明文化され、多くの認知症

疾患医療センターで診断後等支援事業が拡充された。しかし、２０２３（令和５）年度の「認知

症の医療提供体制に関する調査研究事業報告書」２）の集計分析によれば、「ピアカウンセリン

グなどのピアサポート活動や交流会の実施」は、平均で 40.8％（基幹型・連携型では 30％

未満）であった。 

この度、認知症ケアに取り組む専門職の方々に活用いただけるよう、当院で展開してきた

幅広い伴走機能、およびその相互連携や蓄積された知見を集積し、広く提示していくこととし

た。その中で、本稿では「もの忘れ教室」の取組を紹介する。これを通じて、他の施設や皆さ

んの実践の助けになれば幸いである。 

 

 

 

 

 

 

１）認知症の人の家族等介護者への効果的な支援のあり方に関する研究事業 診断後支援対応事例調査委員会
(2018)「認知症疾患医療センターにおける診断後支援事例集 Ｑ＆Ａでわかる診断後の認知症の人とその家
族の支援方法」 

２）認知症医療提供体制に関する調査研究事業検討委員会（2023）「認知症の医療提供体制に関する調査研究事
業報告書」 
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１． 目的 

 

 認知症医療において診断後に「間断なく」各種制度利用や介護につなげることは重要であ

る。しかし認知症の診断後、医師は各種制度利用や介護保険利用などの社会資源について

丁寧に説明はするが、診察時間内では全てを十分に伝えきれないことがある。また、患者・家

族に予備知識が乏しい場合は、患者・家族は診断直後に様々な情報に一気に触れることにな

り、理解が追いつかないこともある。 

認知症の診断後なかなか社会資源の利用につながらないことを「診断後の空白期間」と呼

ぶが、その「診断後の空白期間」が認知症医療において一つの大きな課題とされてきた。当

院でも、「診断後の空白期間」が生じないようにそれぞれの医師が外来診療の中で工夫をこ

らしてきたが、伝える内容が膨大であり外来診療時間の制約も影響し、十分には提供できな

いことが多かった。 

 そこで、もの忘れ教室を開催し、「診断後の空白期間」を埋める取組を行うこととした。 

 

 

 

 

 認知症介護研究・研修仙台センターが実施した「認知症の家族等介護支援者に関する調

査研究事業」３）では、空白の期間の聞き取りを通して２つに分類している。 

 

 空白の期間Ⅰ  疑ってから医療（診断）を受けるまで   平均１３．３５か月 

 空白の期間Ⅱ   医療（診断）を受けてから介護につながるまで  平均１６．９３か月 

 

  「診断後の空白期間」とは、上記の「空白の期間Ⅱ」に相当する。 

３）社会福祉法人東北福祉会 認知症介護研究・研修仙台センター(2018)「認知症の家族等介護者支援に関する
調査研究事業 報告書」 
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２． 運営概要 

 

もの忘れ教室の運営概要は下記のとおりである。 

 これまで運営してきた中で、利用者から寄せられた要望と当院での対応も含めて、配

慮した要点も示しておく。 

 

（１）内容 

・「みんなで持ち寄ったテーマ一覧」（P.９に掲載）から、“いずれの認知症の方で

も対象”、“重要なものを基礎から”を基準に内容を選定 

    ➡ 当院では下記３項目を抽出し、各テーマに専門知識のある者を担当講師と  

した 

    ・① 認知症のある人との関わり方（認知症看護認定看護師） 

    ・② 認知症の人と家族のための福祉サービス（保健師・相談員） 

    ・③ 認知症という病気について（医師・もの忘れ外来担当医） 

 

（２）実施 

・各教室 30 分～60分 

   ・診断後に「間断なく」各種制度につなげるため「毎月開催」 

   ・１回の来院で、希望する講座をどのような組み合わせでも受講可能にする 

    ➡ 【①＋②＋③】/日と【①＋③】/日とで２つの異なる曜日を設定 

 

（３）運営上の配慮（患者や家族から寄せられた代表的な要望とその対応） 

・「本人がデイサービスから戻ってくるまでに、自宅に帰ることができる時間帯に

してほしい」 

 ➡ 10時から 14時を目安に開催時間を設定 

・「土日にも開催してほしい」 

 ➡ 当院は土日休業のため、人員確保や安全性の担保の面で対応が難しい 

・「受講者が就労中であるため都合がとりにくい」 

➡ ・１回の来院で連続受講を可能とする日程編成（上記（２））、複数の曜日 

で開催 

   ・他の院内イベントの前後で同日開催 

当院では新規の患者家族が他の通院患者家族と親睦が図りやすいよ   

うに、「弘済院 家族の会」と同日に連携して開催を行った。新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大防止のため「弘済院 家族の会」が休止

となって以降は、月２回単独で開催している。
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３． 教室の運営に於いての気付き 

 

 2008（平成 20）年 6月より運用を開始し、毎年度末には反省会や振り返りを行った。

その中で、医療保険や介護保険、その他各種制度の改訂などを織り込むなど、講座内容

の修正・改訂を重ねてきた。また、担当者間での説明内容の重複なども調整した。 

「３．運営概要」で述べた方法に整理されるまでの背景として、これまでの運営上の

気付きやその趣旨をまとめると下記のようになる。 

 

（１）内容の選択 

・「弘済院 家族の会」との連携から、テーマを 3つに分けた。もの忘れ教室で

は予備知識の乏しい患者家族を想定して普遍的な内容に絞るかわりに基礎的

なことから丁寧に、内容を理解してもらうことを目標にした。 

  ・① 認知症のある人との関わり方 

     ・② 認知症の人と家族のための福祉サービス 

     ・③ 認知症という病気について 

 （「③認知症という病気について」でとりあげる疾患対象は代表的な

ものに限定した） 

・１回の受講では理解しきれないこともあるため、同じ内容での複数回受講も認

めた。患者家族によっては２回目の受講時に他の親族を伴い、情報共有を図る

方もいた。 

 

（２）日時 

・当院では「診断後の空白期間」の短縮が目的であるため、診断後即時に必要な

情報を提供することに重きを置いた。そのため、異なる曜日で毎月複数回、同

じ内容の講座を開催する形式をとった。（年間を通じたシリーズ開催であると、

適時に情報提供することが困難と判断した） 

・土日の開催や夕方開催の希望も多く聞かれたが、当院が自治体病院の為に人員

確保等の面で平日昼間だけしか開催ができなかった。また、家族が平日に休み

を取得し難いこともあり、１日で複数講座の連続受講を希望される方も多か

った。そのために連続受講できるように日時を設定し直し、以下の２通りで毎

月開催することとした。 

  Ａ．教室①＋教室②＋教室③ 

  Ｂ．教室①＋（「弘済院 家族の会」＊）＋教室③  

・Ａで（①＋②）（②＋③）（①＋②＋③）、Ｂで（①＋③）を用意することで、

どの講座受講の組み合わせも対応できるように設定した。１日に３講座を連

続受講される方も少なくなかったが、受講者の注意・集中は保持されていた。 
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（＊「弘済院 家族の会」が新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため休

止となって以降はＡで開催） 

 

（３）受講時間  

・受講するのは一般の家族であり、講座形式には不慣れであることを想定した。       

集中力の持続時間や疲れも考慮して、１回あたりの講座時間は 30分～60分以

内（逆にいうと、その時間でまとめられる内容を１単元として扱う）とした。

しかし、いざ運用が開始されると、複数講座を 1 日で受講される方も多かっ

た。 

 

（４）受講者  

・当初、ケアマネジャーや施設職員などの参加希望者もいたので制限を設けるこ

とにし、当院の通院歴のある患者及び家族を対象にした。 

・コロナ禍前は参加を希望する家族全員を参加可能としていた。また、複数患者

の家族が参加した状態で開催した。その目的は以下の３点である。 

⚫ 親族間で同じ情報を共有することができる（話し合いの土台を形成） 

⚫ ＜他の方も介護に困っている、介護仲間がいる＞と理解し、孤独感を薄

める 

⚫ 他の方の実際の話を聞くことで、自分の今の介護に客観的視点を得る 

・コロナ禍後は感染予防の観点から複数患者の家族同席は避けている。その結

果、患者家族からの個別具体的な質問は増加し、受講満足度は以前より向上し

た。 

 

（５）講演者   

・専門知識のある者が担当にあたることが望ましい。質疑応答の機会を設けるこ

とで満足度は高くなる。話しやすい環境設定も重要で、時にはこちらから受講

者に発語を促すこともした。コロナ禍で家族数を制限してからは、講座を途中

で止めての質問も認めた。この途中で止めることを許した対応により質問数

が増加し、理解の深まりや受講満足度につながった。 

・体調不良等で担当者交代に備えることは重要で、代行を容易にするため講座原

稿は個人所有にせず共用資料として用意しておくことが重要であった。院内

研修でも同じ講座資料を用いると職員間で認識を共有できるため、担当者の

代行が容易になる。 

 

（６）講座資料 

・パワーポイントでスライドショーを作成して、上映した。スライドは視認性の

ため、文字の大きさは 24pt を基準に最低 20pt で作成した。当院ではできる
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だけ公的に公開された資料に基づいた作成を心掛けて、講座で使用したスラ

イドの多くを印刷してお渡しできるようにしているが、一部については著作

権上の配慮が必要な箇所もあり、全てを渡すことはできないことを説明して

ご理解いただいている。 

・配布資料は、３スライド／枚では見難いとの意見をいただいた。最終的には通

常は１～２スライド／枚、細かい図柄は１スライド／枚にした。（実際の配布

した講座のスライド資料は P.13～に掲載） 

 

（７）組織内運営 

・病院組織にとって多職種の部門と共同で事業を行うことは、多部門での調整が

必要となる。新規事業を行うにあたり、部門間で調整を図る上で最も尋ねられ

たことは、新たな負担や協力する具体的な業務内容であった。 

・その点で各部門に協力を求めるあたり最も有効な手段は、事業に関わる各部門

での協力内容や業務フローを図式化することであった（当院でのフロー図を

P.10に掲載）。視覚化することで全体の流れが見通せ、各部門の役割や業務範

囲も明瞭となった。その際、協力していただく業務では新たな動線が増えない

ように配慮した。 

その後、この事業を運営するにあたって課題となったことは、次の点であった。 

〇 当院職員への周知不足 

他のサポート事業との取り違え、職員間連絡の不備、など 

➡ ・朝礼での周知の繰り返しなどで時間の経過とともに浸透し、改善した 

〇 運営して判明した新たな課題 

掲示や案内板の設営・撤去、講座場所への誘導、受講の誘導や動機付け 

➡ ・講演以外の人手を改めて協議・調整し、看板や掲示なども作成した。 

  ・誘導は、病院受付からの連絡体制や誘導員の配置などで対応した。 

  ・参加の動機付けは、診察で医師が病状説明した後が最も有効であった。 

・事業認知が乏しいことや初診患者対象となることが多く、事業内容の

説明を丁寧にする必要があった。そのため、外来看護師はもの忘れ教

室の趣旨や概要、開催時間など丁寧な説明を補足した。 
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４． 各講座担当者から 

ここでは、各講座内容について、意向や目的などを各担当者から説明する。 

 

（１） もの忘れ教室① 認知症のある人との関わり方 

 

   講師  認知症看護認定看護師 森本 早苗 

 

 私は認知症看護認定看護師を取得し、2011（平成 23）年 8月からもの忘れ教室の講師

担当になった。はじめは認知症の人の「健康について」を担当した。 

もの忘れ教室に参加されるご家族は、認知症と診断されて間もない患者さんの介護家

族である。そのため、認知症の基礎について学習するための会になる。もの忘れが増え

てきたなとは思っていたところ、認知症と診断されたことで、これからどうなるのだろ

うと不安な表情で参加される方も少なくない。 

もの忘れ教室が開始される以前から実施されていた「弘済院 家族の会」のはじめに

行われているミニ講演の内容は、すでに応用編のレベルになっている面があった。また

ベテランの介護家族約 20 名の参加者で固定されており、新しい方が参加しても継続し

にくいという意見もあった。そのため、いきなり「弘済院 家族の会」に参加するより、

もの忘れ教室で認知症の基礎を学んだ方が、導入としてスムーズに「弘済院 家族の会」

に参加し継続できるという効果が期待できることは重要な点であると考える。 

 もの忘れ教室は少人数で開催し、相談の時間を持つようにしている。人それぞれで症

状も違えば対応も変わるのが認知症介護である。一般的なケア方法だけでなく、今、認

知症と診断されたばかりのご家族の不安を傾聴し、実際に困っていることについて一緒

に考える時間も作っている。 

 私が担当する「認知症のある人との関わり方」については、一般的な認知症の困った

症状の誘因と症状に対するケア方法をはじめ、「弘済院 家族の会」、もの忘れ外来の看

護師として勤務していた時に伺ったご家族の実体験に基づく情報（困ったこと、対応と

して良かったことなど）からのすばらしい知恵を皆様に伝える気持ちでスライドを作成

した。例えば、家から出て行って迷ってしまう患者さんのご家族は、毎朝今日の服装を

携帯で写真を撮影しておく習慣をつけておくと、もし探すことになってもその写真が役

に立つことなど、ご家族の経験に基づく情報は認知症介護の知恵の宝箱だと思う。私の

病棟勤務の経験も踏まえて、夜間せん妄、生活リズムの大切さなど、ケアのポイントな

ども具体例を交えて随時追加しながら教室に参加されるご家族に伝えている。 

 「弘済院 家族の会」やもの忘れ教室に参加を希望されるご家族は、在宅介護を頑張

っている方、病気についてインターネットの情報や書籍、テレビなどで学習している方

も多く、教えていただくことや勇気をいただくこともあり、感謝しかない。 
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（２） もの忘れ教室② 認知症の人と家族のための福祉サービス 

 

 講師 相談員・保健師 中路 真由美 

 

 初めて認知症の診断がついて間もない方を想定して、介護保険の制度概要、使用可能

なサービス、具体的な利用方法、将来必要となるサービス等について説明している。介

護予防事業やその他の資源についても必要に応じて触れている。 

 当院は若年性認知症にも注力しているため、障がいがある方の手帳制度や障がい福祉

サービス、自立支援医療、就労支援や、現在の仕事の休業に関する制度等の説明に対応

している。 

 新型コロナウイルス感染症蔓延の影響で、現在は少人数開催で参加は１～２家族とし

ているため、個別性が高い対応も可能である。すでに介護保険サービスをご利用の方の

場合は、主に質問を受け付ける形とするなど、様々な介護段階・本人との関係性・年齢

の参加者が必要な情報を得られるよう、臨機応変に内容を変更し、知りたい内容をお知

らせできる教室を目指している。 

 診断を受けた方やご家族が、今後少しでも先を見通せるよう、必要な時に必要な制度

が使えるよう、前もって情報提供できるよう心がけている。 

 また、サービスの利用の仕方によっては認知症の症状の進行を抑制する可能性がある

こと、介護する生活の中でも家族自身の生活や人生を楽しむためにサービスを利用して

良いこと、家族自身の生活が充実することが認知症の人自身にも良い影響となることな

ども伝えていきたい。 
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（３） もの忘れ教室③ 認知症という病気について 

 

 講師 もの忘れ外来医師 金本 元勝 

 

「病気について」では、各疾患別に詳しく説明すると時間が不足するので、認知症の

病気に関する正しい知識を広く浅く持っていただくことにした。外来での診療の流れや

どのように診断されたのか、各検査の意義などを伝えた。老化と認知症の差異について

も説明した。病気によっては 10 年以上にわたる付き合いを要するので長期的な展望に

ついて伝え、病気の各段階において必要とされる介護方法も説明した。介護家族の介護

負担が高まることもあるため、施設入所を検討される頃合いと理由についてもお話した。

薬の治療効果とその限界についても伝えた。 

 認知症の進行として受け入れなくてはならない症状（中核症状）と、対応の仕方や工

夫で軽減可能な症状（行動・心理症状）との区別に関しては特に注意して説明した。実

診療場面で、記憶障害など中核症状への対応に尽力されるも改善が認められず、疲弊す

る家族をよく見てきたからである。家族には効果の見込める症状の軽減へ取り組んでも

らうことで成果を実感していただき、今後とも長い経過の中で介護を継続する意欲を維

持していただきたいと考えている。本人も混乱や不安にとらわれる時間が減少すること

になる。この講座を受講後には患者本人と介護者とがお互いに Win-Winの関係が築ける

「やり甲斐のある介護」の醸成を期待している。 

 

資料作成上の意識した点 

⚫ 1 疾患 1枚にまとめる 

⚫ イメージがしやすいように具体性を持つ説明に努める 

⚫ スライドの構成（スライド自体は P.13～に掲載） 

疾患としての「認知症」の定義 

長期的な経過の流れ（３段階に進行を区分して、その状況を簡単に説明） 

認知症になる代表的な各種疾患を簡単に説明 

 （アルツハイマー型認知症、血管性認知症、 

   レビー小体型認知症、前頭側頭型認知症、意味性認知症） 

中核症状と行動・心理症状の区別 

薬物療法・非薬物療法・適切なケア（身体介護）の３つのアプローチ 

中核症状に対する３つのアプローチ、行動・心理症状に対する３つのアプローチ 

（アニメの寸劇を提供して具体的イメージを持っていただいた） 

抗認知症薬４つの紹介（ドネペジル・ガランタミン・リバスチグミン・メマンチ

ン） 

治すのではなく、進行を遅らせるという機序の説明と薬剤の限界の説明 
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５． 当院作成資料 

（１）みんなで持ち寄ったテーマ一覧 

 

 もの忘れ教室を実施するにあたり、どのようなテーマで行うのかを検討した。その際

に持ち寄られたテーマについては次のとおりである。 

これらのうちの一部は「弘済院 家族の会」等、他での話題提供が適切と判断されて、

場を変えて提供した。また、院内研修会での資料にも活用して使用した。 

 

医療編 ・広く浅く認知症の病気について 

・疾患別 少なくとも以下の４大認知症を含める 

アルツハイマー型認知症、脳血管性認知症、レビー小体型認知症、 

前頭側頭葉変性症（意味性認知症・前頭側頭型認知症） 

接遇編 ・原則的な接し方や考え方 

・症状や訴えに応じた対応のコツ 

繰り返し聞いてくる・説明する、繰り返す探し物、ものとられ妄想、幻

覚、帰宅願望、徘徊、暴言・暴行、排泄の失敗、無気力、など 

地域での支援 ・相談先の紹介： 地域包括支援センター、家族会（地域・全国）、 

・暮らしの支援： ゴミ収集の手伝い、配食サービス、緊急通報サービス 

  迷子や徘徊に対する見守り制度、など 

・各種グッズ紹介：タグ（Ｔａｇ）の紹介（探し物用、迷子用）、介護用スプー

ンなど器具や食器の紹介、食品を柔らかくする圧力器の紹介、など 

施設・介護編 ・施設関連： 施設の区別、用語の説明、平均費用、利用可能期間 

  利用する人の状態、生活イメージの共有、など 

・介護保険関連： 申請方法・段取り、認定のおよその基準、など 

社会制度編 ・認知症の方が利用可能な各種制度の案内・申請の方法を紹介する 

・精神障害者保健福祉手帳・自立支援医療、 高額療養制度や高額介護

サービス費、高額医療・高額介護合算制度 

・福祉的な軽減制度の紹介（NHK 受信料、交通費の割引、など） 

課税関連 ・税の減免・控除枠の拡大（障害者控除、社会保険控除） 

権利編 ・施設利用料や介護利用料、おむつ代などの費用はどこに入るか？ 

・任意後見人・成年後見人・信託（家族信託）などの違い・限界・費用など 

・法的な制限： 自動者運転の禁止（免許返納方法や相談窓口の紹介） 

  金融機関の引き出し制限 など 

若年性認知症 ・就労中など特有の条件に鑑みた社会制度の活用・調整の仕方 

取得すべき認定の順序、有給休暇や傷病手当などの利用順序、年金

の申請時期、など 

・場合によっては職場の方へも諸制度への説明（ジョブコーチなど） 

退職後に介護保険とは別の制度利用の提案 

・住宅ローン、生命保険の特約（支払い免除、一時金の支給）、子らへの

各種支援制度の紹介 



 

10 

 

（２） 組織内運営のフロー図 

 

 

もの忘れ教室参加へのつなぎ フロー 
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（３） ものわすれ教室のチラシ （表） 
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（３） ものわすれ教室のチラシ （裏） 
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もの忘れ教室①  認知症のある人との関わり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） ものわすれ教室スライド集 
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もの忘れ教室②  認知症の人と家族のための福祉サービス 
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